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【学会活動】
2009年度法学会が次の式次第通りに開催された。
日　　時：平成21年11月17日（土曜日）10時30分～12時
場　　所：東洋大学白山キャンパス1307教室
報告題名：台湾の司法改革
報告者名：林超駿（国立台北大学助理教授）
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教授　略歴
中央大学法学部法律学科卒業
中央大学大学院法学研究科修士課程修了
横浜市都市科学研究室非常勤研究員
中央大学大学院法学研究科博士課程単位取得満期
退学
地方自治総合研究所非常勤研究員
フェリス女学院大学非常勤講師
中央大学法学部非常勤講師
群馬大学教養部非常勤講師
群馬大学医療技術短期大学部助教授
中京大学教養部教授
名古屋市立大学教養部非常勤講師
名城大学法学部非常勤講師、独協大学法学部非常
勤講師
早稲田大学政治経済学部非常勤講師
博士（法学）（中央大学）
東洋大学法学部教授、大学院法学研究科兼任教授
東洋大学法学部企業法学科主任
東洋大学法学部長
東洋大学副学長
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6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸
6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み
L＿ゆ＿ψ＿ゆ＿ψ＿．＿ψ＿ψ＿ψ＿姻＿．＿ψ＿ψ＿一＿ψ＿ψ＿ψ＿φ＿ψ＿ψ＿卵＿ψ＿φ＿“＿ψ＿＿ψ＿ψ＿」
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1964年4月
1966年3月
1966年4月
1969年3月
1970年4月
1971年3月
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1969年4月
1971年3月
　　　4月
1973年4月
1976年11月
1978年10月
　　　4月
1979年3月
　　　4月
1982年4月
　　　4月
1982年11月
　　　12月
1983年4月
1985年11月
　　　12月
1987年
1989年4月
三沢元次教授略歴・主要業績等
元次教授
　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　う学歴　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　6東洋大学法学部卒業
東洋大学大学院法学研究科私法学修士課程入学
同課程修了・法学修士
東洋大学大学院法学研究科私法学博士課程入学
同課程単位修得・退学
東洋大学大学院法学研究科私法学博士課程復学
同課程修了・法学博士（東洋大学甲法一号）授受
元次教授　経歴
大阪電気通信大学非常勤講師
同大学退職
東洋大学法学部非常勤講師
東洋大学法学部助教授
同学生部副部長
同職退任
駒沢大学法学部非常勤講師
同大学退職
海外留学（フランス・ドイツ）1ヶ年
東洋大学法学部教授
同学科主任
東洋大学評議員（3ヶ年）
東洋大学理事　（3ヶ年）
同大学院法学研究科教授、民事法担当
東洋大学評議員（3ヶ年）
東洋大学理事　（3ヶ年）
東洋大学創立100周年記念事業副委員長
東洋大学比較法研究所所長（2ヶ年）
7
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◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らi　　三沢　元次教授　主要業績等　　　　　　i
◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
1　　　著書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
11986年4月　「債権各論」共著　青林書院　　　　　　　　　　　　1
6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
1　　　論文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
11971年　　　「大陸法と英米法における法発展の比較法的研究」　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
i　　　　　　博士学位論文　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　　　「財産権に於ける排他性の研究」東洋法学15巻1号　1
全1980年　　　「不法行為における原状回復的救済論」東洋法学24◆
　　　　　　　巻1号
　1981年　　　「妨害排除請求権における理論的根拠の研究」東洋
　　　　　　　法学25巻1号
　1990年　　　「製造物責任論」東洋大学比較法第28巻
　1993年　　　「懲罰的損害賠償論」東洋法学36巻2号
　1999年　　　「契約破棄の自由」東洋法学43巻1号
　2003年　　　「不法行為法改正の課題1」東洋法学46巻2号
　　　学会
1964年5月　「日本私法学会」会員
1976年10月　「信託法学会」会員
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6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
奄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桑
6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りi　　盛岡　一夫教授　略歴　　　　　　　　　i
6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今
6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
1　東洋大学大学院法学研究科博士課程私法学専攻単位取得後、東　1
奄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
i洋大学講師助教授を経て教授。　　　　　　　　　　　　　　　　i
◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
昏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
蚤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らi　　主要業績　　　　　　　　　　　　　　　i
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
i『特許法50講』（共同執筆）有斐閣　昭和53年4月　　　　　　　　1
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1『工業所有権法演習』（共編著）法学書院　昭和53年6月　　　　　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う1『意匠法25講』（共同執筆）有斐閣　昭和55年6月　　　　　　　　1
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1「ノウハウと特許制度」　日本工業所有権法学会年報4号　昭和561
1　年6月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1「商法23条と手形行為」東洋法学25巻2号　昭和57年3月　　　　l
l「ノウハウの防衛一雇用期間終了後の競業禁止」　日本工業所有権　1
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
1　法学会年報5号　昭和57年6月　　　　　　　　　　　　　　　l
l「コンピュータ・ソフトウエアの法的保護　一主としてオブジェ　1
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
1　クト・プログラムの著作物」　比較法22巻　昭和60年3月　　　1
す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き1「通常実施権者の差止請求権」　昭和60年5月　日本工業所有権法　1
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
1　学会年報8号　昭和60年6月　　　　　　　　　　　　　　　　l
i『手形法小切手法概説』　中央経済社　昭和61年4月　　　　　　　i
i『注釈特許法』（共同執筆）有斐閣　昭和61年10月　　　　　　　　i
i「意匠の新規1生の判断基準」　工業所有権法研究32巻4号　昭和61i
l　年12月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1「外国において頒布された刊行物」ジュリスト887号　昭和62年6月　l
l「営業の秘密一従業員の転職等を中心として」　法律のひろば40巻　1
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1　11号　昭和62年11月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l「意匠法3条1項3号と同条2項との関係」　工業所有権法研究331
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1　巻1号昭和62年12月　　　　　　　　　　　　　　l
l「手形偽造と使用者責任」東洋法学31巻1・2号　昭和63年1月　1
ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
1「改正西ドイッ意匠法」比較法25巻　昭和63年3月　　　　　　　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
1「いわゆる『アースベルト訴訟』最高裁昭和63年7月19日第3小　1
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
i　法廷判決（最近の判例から）」　法律のひろば41巻11号　昭和63i
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
妻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象
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ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ1　年11月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1『図解による法律用語辞典〔最新版〕』（共同執筆）自由国民社　　1
な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1　平成元年1月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1「企業秘密の保護に関する問題点について」　日本工業所有権法学　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も1　会年報14号　平成3年6月　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1「知的財産権の概念」　日本工業所有権法学会年報19号　平成7年　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む1　12月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うi「複数のローマ字をモノグラムとした商標と特定の称呼　最高裁　i
i　判決（平成7年9月14日）」　民商法雑誌115巻3号　平成8年　i
i　l2月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1「遺伝子組換えによるヒト組織プラスミノーゲン活性化因子に関　l
l　する特許権に基づく侵害差止請求において、被告の実施態様は　1
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り1　いずれも、原告の有する特許発明と均等であるとして、原告の　l
l　差止請求が認容された事例（大阪高裁判決平成8年3月291
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ1　日）」　判例時報1600号　平成9年7月　　　　　　　　　　　　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も1「商品形態の周知商品表示性の認定と、廃棄処分品の第三者によ　1
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1　る再生処理・販売行為の違法性（大阪地裁判決平成8年2月29　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も1　　日）」　知財管理47巻10号　平成9年10月　　　　　　　　　　　　1
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1『特許法50講〔第4版〕』（共同執筆）有斐閣　平成9年12月　　　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らi「侵害訴訟において特許発明の技術的範囲に関してした原告の主　i
i　張が、特許異議事件の審理の過程における出願人である原告の　i
i　陳述内容等に対比して、いわゆる包袋禁反言の法理に違反しな　i
i　いとされた事例（大阪地裁判決平成8年9月26日）」　判例時報　i
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う1　1618号　平成10年1月　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i「営業秘密と従業員退職後の秘密保持義務・競業避止義務」『知的　i
ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り1　財産権法の現代的課題』発明協会　平成10年3月　　　　　　　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1「平成6年法律第116号特許法等の一部を改正する法律附則5条2　1
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1　項にいう『発明の実施である事業の準備』の解釈（1名古屋高　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み1　裁金沢支部決定平成8年3月18日、2大阪地裁決定平成9年2　1
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1　月7日、3東京地裁判決平成9年4月11日）」　判例時報1625号　1
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も1　　平成10年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1「医薬品の製造承認申請のための試験」ジュリスト1135号　平成　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も1　10年6月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
1「特許法104条の推定を覆すための立証2．独占的通常実施権者の1
奄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奄6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎阜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　睾
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ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る1　逸失利益の額（東京地裁判決平成10年10月12日）」判例時報1
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　1670号　平成11年6月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
1「テレビゲーム用ソフトは『映画の著作物』に該当しないとされ　1
◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
i　た事例（東京地裁平成11年5月27日判決）」発明97巻9号　　i
l　平成12年9月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
1「純正部品の形態と不正競争防止法2条1項3号（東京地裁平成　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もi　11年2月25日判決）」　知財管理50巻9号　平成12年9月　　　　i
i「職業別電話帳一NTTタウンページデータベース事件一」　「著作　i
l権判例百選〔第三版〕（別冊ジュ1」スト）』・有斐閣平成13年l
l　5月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らi「著作権と所有権の関係」　『判例著作権法（村林隆一先生古希記　i
l　念）』、東京布井出版　平成13年7月　　　　　　　　　　　　　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1「真の権利者から冒認出願人に対する特許移転登録手続請求」発l
l　明99巻1号平成14年1月　　　　　　　　　　　　　1ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り1「米国におけるトレード・シークレット保護の変遷」　『知的財産　l
l　権の系譜（小野昌延先生古希記念〉』、青林書院　平成14年8月　1
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら1「方法の特許の工程の一部実施による特許権侵害」　知財管理52巻　l
l　8号平成14年8月　　　　　　　　　　　　　　　1ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
1「発明性一発明の定義」　『特許・実用新案の法律相談』、青林書　1
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
1　院、平成14年12月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
1「商標権の共有者が単独で無効審決の取消訴訟を提起することの　l
i　可否」　発明100号　平成15年3月　　　　　　　　　　　　　i
i「著作権法の法的性格」　『著作権法と民法の現代的課題（半田正　i
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う1　夫先生古稀記念論集）』、法学書院　平成15年3月　　　　　　　1
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